
共生社会

概要

特徴

今後の展開

テーマ「社会課題と向き合う科学技術の最前線」との関連

心と体の健康を支える脳科学とセンシング技術

体内精密情報デジタルツインシステム

ヒト体内精密情報（分子・細胞・臓器の時間と共に刻々と変化する体内情報）をリアルタイムで可視化することで生命科学に
おける概念的ブレークスルーを目指すと同時に、体内の微小な異変を常時感知・修復できる体内精密情報デジタルツイン
システムの開発を行なっています。

本研究は、防衛装備庁安全保障技術研究推進制度（タイプＳ）の支援により実施したものです。
Karydo TherapeutiX株式会社、公立大学法人奈良県立医科大学、国立研究開発法人物質・材料研究機構（NIMS）へ再委託しています。

◼ 体内精密情報を「測る」

体内で刻々と変化する、分子、細胞、臓器の状態をリアルタイムで測ります。

◼ 体内精密情報を「診断する」

上記の計測された情報をメタスペースでモデル化し、現在及び将来の状態を
予測します。

◼ 体内精密情報を「制御する」

上記の診断・予測をもとに、体内の分子、細胞、臓器の異常を治療し、予防し
ます。

◼ 自分の体内精密情報のサイバーとフィジカルでの融合の実現を目指します。

◼ 体内精密情報デジタルツインシステムのヒトへの実装

センサーマシン（測る）・AI（診断）・制御マシン（治療・予防）、これらの相互作用
システムを研究開発し、２０３５年までにヒトへの実装を目指します。
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